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第
二
部
の激
励
会
は
県
職
妥
課
長の
司
で
（
なさ
ん
は人
生
の
スタ
ー
ト
に
つ
い

会
で
は
じま
り
、
横
山
副
知
事
か
ら
「
一た
ば
か
り
で
先は
ま
だ
な
が
い
のだ
か
 ら

、
急
が
ず確
実
に
人
間修
業
を
し
、
 

仕
事
の
大
成に
当
つ
てく
だ
さ
い」
と
 

市の 人 口 

男
女
 

(5月末現在） 

総人口 	50' 239 
男 	24 '333 
女 	25'886 

世帯数 	9S993  

ら
昭
和
」
王
ハ
年
十
ニ月
末
日ま
で
の
旧斜
で
第
二
回
目
七月
二
士
一
百
、第

出
生
児
ま
た
は
そ
れ以
前
に
生れ
た
子
三
回
目
八月
＋
」
百
に
お
こ
な
い
ま
す
 

ー
 

」
舶
習
詔
器
叩

器
 
一
一
 

舞
 
加
、加
一
明
明明
明

器

器
 

栄
 

市斉麗米寛貴 7月 9日 
七和 支所 7月10日
長構診療所 7月Il日
飯詰診療所 7月】2日
松畠， 支所 7月13日
毘沙門小学校 7月16日
三好診療所 7月17日 

r:I:J 川診療所 	7月18日 

栄 支 所 7月19日
梅沢 支所 7月20日 
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七
 
長
 
飯
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三
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新
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沙
 
好
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混合ワクチン予防接種ニ、三回目日程 
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分 場 所 

住
民
票
 

一
蕪
詳
鰻
舞
唾
 

か
ら
九
月
未
日
ま
で
、岩
木
川
の測
量
 

を
お
こ
ない
ま
す
ので
堤
防
附
）
」
の
民

有
地
に
測
量
く
い
を打
つ
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
から
、
市
民
の
ご
協
力を
お
願

い
し
ま
す
。ま
た
打つ
た
く
い
は
抜
か
 

《
なお
庄
で
は今
拝
か
ら市
狙
巨e
潟
国
 

な
お
市
では
今
年
か
ら市
独
自の
爵
国
 
美
些
し

て
求
り
ま
す
α
で
天
E
白
譲
L
 と
洋
限
江這
長
で
貼“
て
きな
レ
α
で
 

農
家
の
仕事
も
一
段
落
する
と
各
地
で
 

宵
宮
、夏
祭
り
が
は
じま
り
ま
す
。宵

宮
、
夏
祭
り
に
つ
きも
の
の
花火
は
も

え
や
す
い
も
のが
あ
ると
こ
ろで
は
お

こ
な
わ
ない
よ
う
に
しま
し
よ
う
。
 

こ
の
花
火に
よ
る
火災
も
毎
年各
地
で
 

」
に
そ
れぞ
れ
乗
艦
、快
晴
に恵
ま
れ

波
静
か
な
陸
奥
湾
を
約
一
時
間半
に
わ

た
り
平
均速
度
十
四ノ
ツ
トで
航
海
、
 

艦
内
で
は隊
員
か
らい
ろ
い
ろ内
部
の

説
朋
や隊
員
の
日
常
集
盾
な
どを
き
き
 

「
蒔
す
ぎ
ト直
し
ま
し
た
．
 

食
事
の
前
に

手
洗
い

を
 

花
火

の
販
売
は
ガ

ー
フ

ス
容
器
に
入
れ
で
 

て
く
だ
さ
い
。ま
た
花
火
業
者は
貯
蔵
不
燃
性
の容
器
かま
た
は
不
燃性
の
ふ

お
よ
び
販売
す
る
と
きに
は
必
ず
不
燃
た
を
して
販
売
す
る
よ
う
に
して
く
だ

性
（
ガラ
ス
等）
の
容
器に
入
れな
い
さ
い
。
 

と
に
基
づ
いて
証
朋
され
て
い
るの
で
 
み
な
さ
ん
が
住
民
登
録
を
しま
す
左
」
」
 

す
．
 

民
票
が
作
られ
ま
す
．
 

J
、
 災
産
α
お
青
に
こ
 

児
童
の
政育
に
ご
 
な
い
よ
う
に
し
てく
ザ
告」
い
。
 

「
自衛
臓
灘

（ロ
 

備
え
て
あ
わま
す
。
 

一
、他
の
市
町
村
か
ら引
越
さ
れ
て
来に
し
な
け
れ
ば
な
りま
せ
ん
。
 

こ
の
附
票
には
み
な
さ
ん
の住
所
左
比
 
た
と
き
に
転
人
届
 

庁
舎
に
入り
す
ぐ
右側
が
民生
課
で
す
 

所
の
定
め
た
年
月
日
が記
入
され
ま
す
二
、市
内
で
住
所
タ
杉
した
と
き
は
転
届
出
の用
紙
を用
意
して
あ
り
ま
す
か
 

か
ら
本
籍
地の
市
町
村
で
は
み
な
さ
ん
 
居
届
 

ら
お
気
軽に
届
出
が出
来
ま
す
．
 

が
い
中
●」
こに
住
んで
い
る
かが
こ
の
三
、
世
帯
主
、
続
柄
な
ど
に
変更
が
あ
明
る
い市
も
、楽
し
い
家
庭
も住
民
登
 

村
喫
で
す
ぐ
b
い
・
主
う
こ
な
つ
ご日
 
つ
た
と
き
は
変更
届
 

禄
か
ら
で
す
・
 

フ
r
r
o
 

転
入
、
転
居
、
変
更
届
は
移
動の
あ
つ
 弘
し
よ
D
り
で
主島
墜
曇
茎り
つ
まこ
 

こ
の
賃
票

に
は
氏名
、
差

月
日
、
一
必要
な
住
民
票
の
謄
抄本
は
住民
登
録
 

ー

ー

・
ー

・
ー
 
た

日
か
ら十

四
日
 
以
内
に
届

育
て
て
住
み
よ
い
市を
つ
く
り
ま
し
よ
 

世
帯
士を
モ
の
続
柄
、仕
雄《
とな
つ
た
ー
をす
る
こ
と
によ
つ
て
、
は
じ
め
て
受
 

l
l

‘
ー

，
 

出
し
な
け
れ
ばな
り
ま
せん
。
 

う
．
 

（
市
風比
諌
）
 

年
月
日
、本
細
箪
朋
者
の氏
名
等
が配
一
ける
こ
とが
出
来
ま
す
．
 

住
民
春
一
は私
た
ち
の
ル告
盾と
き
つ
て
私
た
ち
の日
常
生
注の
上
で
こ
の
庄民
 

入
さ
れ
ま
す
．
 

」
 

も
き
れ
な
い
つな
が
り
が
あ
るこ
と
は
の
資
格
か
ら生
ず
る
権
利
、
義
務
は
た
 

第80 号 (1部2円） 報
 

広
 

市
 今

審
県
内
の
巾
学
校
を
卒
業
して
、
京

原
浜
地

区
へ
集
団
就
職
した
少
年
、
少
女

た
ち
の
補
導
と
励
し
の
築い
が
十
日県

主
催
で
東
京
神田
職
河
台
の
中
央
大学
 

“
 
購
堂
で
開
か
れま
し
た
。
 

会
場
に
は
お
く
に
な
ま
り
の
ぬけ
な
い

斤
少

年
、
少
女
たち
約
三
千四
百
人
の
ほ
 

“
 か
来
賓
と
し
て
東
京
都労
働
局
長
、在

京
県
人会
副
会
長
、窟
川
老
な
ど二
百

五
 
名
が出
席
し
ま
し
た
。
 

会
は
」
蔀
にわ
か
れ
、第
一
部は
各
地
 

区
職
業
安
定
所
ごと
に
わか
れ
午
前
九
 

時
半
か
ら
職
業
安
定
所
職
員
、
出
身
校
 

の
教
師に
よ
る補
導
が
おこ
な
われ
、
 

日
 
職場
で
の
悩
み
を打
さ
明け
相
談
した

万
 
が
あま
り
深
刻な
問
題
はな
か
つ
た
も

月

の
の
一
部
”
立
は
こ
と
ばや
、
食
事
の間

争
電

が
で
ま
山
毒
心
配
す
る
よ
う
な
と
 

3
1
 と
は
な
か
つ
た
。
 

1三
三
三
 

…
 
三
昌
三
一
 

町
村
の
住
民と
い
い
ま
す
o
 

市
民

必

読
 
私
達

が
日
常
生活
の上
で
、住
民
の資
 

三
三
三
三
・
1
・j
ニ昌
「」三
三
 
格
から
争
る

権
利
、義
務
は
た
くさ
 

住
民
登録
制
度
が昭和
一干
七
年
七月
ん
あ
俣
淳

ー
」
 

一
I
郵
丁
嘱
一1
ト
、
？ーニ
ノ
ソー
「
た
とえ
ぱ
主
食
の
配
給を
受
け
るに
し
 

て
も
、
選
拳
権
を
行
使
す
る
に
も
、お
 

こ
の
仙
彫
蓄
慧
あ
た
加翫

を
子
戎
は

い
津
礎
撃
さ

せ
る
 

海
沢
た闇
電
山
隈
留1

漬

准
叫g
瑠
与
『
てそ
 

.
E
生
折
と
よ
割
発D
生
皆
D
中
、
ムと
ま
5
 

一
些
住所
と
は
国
民
の
生
活
の
中
心
と
な
る
に
も
、
そ
の
市
町
村
の住
民
で
あ
る
こ
 

網
鱗

で
あ
つ
て
、市
町
村
の
×
域
勾
こ

と
こ
‘プ
、
て
正
月キ
1
二
、
5
フ
了
 
 

市
公
営
住
宅建
股
三
ケ年
計
画
（呈
ハ

年
一
0
〇
戸
、三
七
年五
六
P
、
三
八

年
四
四
戸
建設
）
は
今年
一
月
完
成
し

た
三
六
年
度分
の
一O
O
戸
に
引き
つ

づ
き
、
今
年
度
郵
設
の分
の
簡
易耐
火

構
造
、
五
六
P
（
第
一種
一
六
戸
、第

二
額
四
〇
戸）
が
こ
のほ
ど
入
札
が
お

わ
り
、
十
五
日
か
ら各
業
者
が
工事
に

着
手
して
お
り
ます
。
 

こ
の
」」
」宅
は
湊団
地
に
建
設
さ
h
て
お

り
、
今
年
十
一
月
末
には
完
成
、士

一

月
に
は
入
居
出来
る
予
走で
す
。
 

な
お
請
負
業
者は
つ
ぎの
と
お
り
で
す

第
一
種
（四
戸
建
）
一凍
、
市
内
錦
町

小
田
川与
太
郎
、
第
一
種

（
四F
建
）
 

二
棟
、市
内
弥
生
町
、関
喜
代
雄

第
一
看
（
四戸
建
）」
種
、市
内
稲
実

笹
森
冨
栄
、第
一
種
（四
戸
建
）
三
棟

市
内
栄
町
、原
田
兵
助
、墓
看

（
四
 
 

激
励
の
こ
と
ば
が
あつ
た
の
ち坂
本
在

京
県
人
会
副
会
長
は
床屋
の
小
憎
か
ら

都
議
会
議員
に
なつ
た
自
分
の
経
験
談

で
励
ま
し
、小
倉
県
議
会
議
長
‘
南米

移
住
の県
人
の
話
し
を
も
と
に
、小
さ

な
こ
と
に
く
じ
け
す
が
ん
ぱ
つて
く
だ

さ
い
と
励
ま
し
た
あ
と
、
東
京
都
労働

局
長
か
らお
祝
い
のこ
と
ば
が
あ
り
、
 

就
●
者
を
代
表
し
て
川
崎
市の
プ
レ
ス
 

工
業
に
動
め
る坂
本
文
男君
（
名
久
井

中
卒
）
が
「
不安
な
気
持
ち
で
職
場に
 

や
つ
て
き
ま
し
た
が
明
る
く
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
今
俊
と
も
よ
ろ
しく
め
ん
 

P
×
J
を
み
て
く
だ
さい
」
と
答え
た
。
 

第
三
部
の
慰安
会
は
本
県
出
身の
作
曲

者
明
本
京静
氏
指
揮
に
よ
る
「青
森
県

民
の
歌
」
の
合
唱
で幕
朋
け
した
。
 

こ
の
あ
と歌
の
お
ばさ
ん
で
お
な
じみ

の
安
西
愛
子
、日
本
文
化合
唱
団
、
自
 

戸
建
）
三
棟
、市
内
寺町
、
柴
谷
峰
作

讐

種
（
四
戸
建
）
一
棟
、市
内損
川

小
野
八
郎
 

●

J一
！

‘
己J
白
】
一
‘
 

身
体
障
害

者
 

の
皆
様

へ
 

市
福
祉
事
務
所
 

今
年
も
七月
中
旬
（
予
定）
か
ら機
肢

補
聴
器
。補
装
具
等
の巡
回
交
付
、修

理
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
．交
付
、
修
理

か
必
要
と
する
万
は
早
目に
福
祉事
務

所
に
申
請
して
く
だ
さい
。
 

ま
た
身体
障
害者
で
まだ
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付か
喜
、
け
て
い
な
い
方は
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

衛
隊
中
央音
楽
隊
に
よ
る
合
唱
、独
唱
 

吹
奏
楽
演奏
な
ど
のプ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
 

め
ら
れ
、
午
後
四
時
半
お
わ
りま
し
た
 

‘
『
 
不
便を
お
か
け
し
 

『
‘
 て
耗
りま
す
か

野
 

復
旧
工
事は
三
月

羽
 

」
干
日
から
急
ピ
 

避
 

黙
競
）
 

一
 

を
み
せ
、八
月
に
 

→

完
成
する
こ
と

に
な
つ
てお
り
ま
す
。
 

校
舎
は
附
属
建
物
を
ふ
く
む
四六
O
坪

木
造
モ
ルタ
ル
塗
二
階
建
一己
、普
通
教

室
・
一
 
室
の
ほ
か
、図
書
室
、理
科
室

保
健
室
、校
長
室
、職
員
室
その
他
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

屋
内
体
操
揚は
一
五
九
・
五坪
で
構
造

は
木
造
モ
ルタ
ル
塗
で
木
造
集成
材
ア
 

1
チ
構
造
とな
つ
てお
り
ま
す
。
 

（
与
真
・・
建
設
急ぐ
『
認”
木
沢
小）
 

測
量
に
ご

協
 

力

く
だ

さ
い
 

ー
津
軽

工
事
事
務
所

ー
 

津
軽
工
事事
務
所
で
墜
ハ
月
一
干五
日
 

自
衛
隊
青
森地
方
連
絡
部
で
は海
事
思

想
普
及
を
目的
と
し
た
駆
暦
艇
に
よ
る

経
験
航
海
を
お
こ
ない
ま
し
た
。
 

同
日
は
大
湊海
上
自衛
隊
か
ら
「う
み

た
か
」
 
「
お
お
た
か」
（
三
五
〇
ト
ン
 

住
宅
の

入
居

は
公
正
に
 

最
近
の
新聞
紙
上
ん
住
宅
の
不正
入
居

云
A
と
い
う
こ
と
が掲
戴
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、い
ま
ま
で入
居
して
転
動
し

た
と
かで
空
い
た場
合
、
そ
れ
か
補
充

す
る
に
ど
の
よ
う
な万
法
で
後
人
の
入

居
者
を
決め
て
い
るの
で
し
よ
う
か
．
 

ぞ
れ
と
もう
ー
つ
、現
在
ま
で親
た
ち

と
同
住
し
、し
か
皇
」
」宅
料
の納
入
義

務
者
が
父で
あ
つた
の
が
、今
度
父
が
 

」
干
七
年度
ジ
フ
テリ
ア
、百
日
セ
キ

混
合
ワ
ク
チ
ン第
一
回
目
の
予
防
接
種

生
ハ
月
十
八日
か
ら各
地
区
ごと
に
お

こ
な
つ
てい
ま
す
が市
民
生
課で
は
こ

の
ほ
？
請二
回
目
。第
三
回目
の
長
種

日
程
を
つぎ
の
と
お
りお
こ
な
い
ま
す

の
で
該
当す
る
お
子
さん
に
は
か
な
ら

ず
接
樋
させ
る
よ
うに
し
て
く
だ
さ
い

対
敏
者
は昭
和
三土
ハ
年
六月
一
日
か
 家

か
薪
築
した
の
で蒼
に
曹
ま
し
 

た
。
と
こ
ろ
が
長
男が
住
宅
か
ら
動
か
 

な
い
で
そ
の
ま
ま
入
居
し
て
い
る
とい
 

お
 
答
 
え
 

ご
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん

入
居
モ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、

い
ろ

い
ろ
の
場台
が
あ
り
ま
す
の
では
な
は

だ
恐
縮で
あ
り
ま
す
が
、
民
議
ま
で

お
い
で
願い
ま
す
れば
と
くと
ご
説
明
 

い
た
しま
す
。
 

（民
生
課
長
）
 

ど
も
き
んで
ま
だ
予防
注
射を
お
こ
な

つ
て
い
ない
人
お
よび
追
加免
疫
希
望

者
と
な
つて
お
りま
す
。
 

料
金
は薬
品
代
と
して
一
人
当り
一
回

三
十
円
、実
施
時
間
は
各
地
区と
も
午

後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま
で
とな
つ
て

お
り
ま
す
。
 

な
お
各地
区
で
都
合に
よ
り実
施
出
来

な
か
つた
人
は
市
ウ茜
北
中
央
病院
小
 

司
令
萩
原
一
雄
二
等海
佐
）
が
来
青
、
 

青
森
中
央
埠
頭
で
一般
に
公
開
した
後

五
所
川
原市
の
団
体
和
よ
び
小
、中
学

校
の
生
徒
、自
衛
隊入
隊
予
定者
な
ど

三
百
人
が
「
うみ
た
か」
 
「
お
お
た
か
 

こ
の
よ
っ
に
私
達
の
日
常
生
活
に
と
つ
ー
こ
の住
民
票は
戸
籍高

様
に
権
利
、一
市で
は
こ
の住
民
票
をも
と
に
して
い
 

・・
 

前
に
述
べ
ま
した
の
で
こ
の
制
度
を
宵く
さ
んあ
り
ま
す
。
 

て
重
要
な
の
が
住
民
登
録制
度
で
あり
一
義務
に
関
す
る公
正
証書
の
原
本
と
な
ーろ
い
ろ
の
仕事
を
して
い
ま
す
。
 

一F
斜

α
跡

界
 

て
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
らが
生
私
た
ち
はど
こ
か
の
市
町
村
の
住
民
で

ま
す
。
 

言

の
で
す
。
 

》盃

産
登
記や
自
動
車
の
運
転
免許
に

本
籍
地
の
市町
村
に
は戸
籍
の
附
票を
じ
た
ら
必ず
届
出
して
く
だ
さい
．
 
あ
る
か
と云
う
こ
と
を常
に
あ
言
か
 

？
 
一
日に
施
行
さ
れて
か
らこ
と
し
の
七
 

a

月
一
日
で
満
十
周
年
に
な
り
ま
す
が
、
 

住
所
か
も
つ
て
い
る
も
のを
、
モ
の
市
 

“
興
私
た
ち
は
唯
で
も
、N
U
か
の
市
町
村
の

辞

が
基
本
と
な
るの
で
す
。
 

〕
且
一
‘一
，a
E一R
メ
て
‘》
て
才
r
一
，
 

”
一
に一定
の
住
所
書
つ
て
お
り
ま
す
・
ま
た
居
住
証
明
、印
鑑
証明
を
もら
っ
 

篇
一
に
元
留

所
書
つ
てお
馴
引

ま
た居
住
証
明
、印
鑑
か明
を
もら
っ
 

闘
一
織轍
麟
（織灘
腐
鯛
議
鰻
襲
い
 

1
1

月
完
成
を
目

指
す
 

湊
公
営
住
宅
五

六
戸
建
設
 

十

年

目
 
を
迎
 
え
 
た
 

住

民

登

録
制

度
 

さ
る
ニ月
十
」
百
 

一
 一
」」
黙
幾
 

去
、
、
 
一
 
沢
小
学
校
は
、
間

一
夫
 
小
借
れ
学
級
と
し

て
 

を 

癖
 

う
こ
とで
す
。
 

こ
ん
な
場
合
、
入
居
違
法
と
かな
ん
と
 

か
と
い
う」
霞
が
あ
る
も
の
か
、
モ
れ
 

と
も
こ
のま
ま
で
良い
も
の
で
しよ
う

か
、
巷
に
こ
の
よ
っな
声
が
関
こ
え
て
 

い
ま
す
が
、い
つ
わり
の
な
いお
答
え
 

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

（
市
内
敷
島
町
 
K
生
）
 

ジ
、フ
テ
リ
ァ
、
百
日
セ
キ
 

予
防
接
種
を
忘
れ
ずに

 



の
 

農林商工課

の 巻 

岡
 

田
園
都
市と
し

て
の
当
市の
展

業
、
林
業
、工

業
、
商
業
の
あ

ら
ゆ
る
産
業
の

亭
務
を
取
り
扱

つ
て
いる
の
が

庁
舎
止
面
二
階

の
農
林
商工
課
 

で
あ
りま
す
。
 

農
政

係
：
鹿
業
振
興
計
画
の
樹
立
 

と
、
そ
れ
に
要
す
る
産業

経
済
関
係
予
算
の整
理
、農
家
副業
の

指
導
、
奨
励
、部
分
林
等
の林
業
す
ぺ

て
の
事務
と
米
殿
の皿
府
買入
の
事
務
 

公
民

舘

か
ら
 

新

刊
図

書
だ

よ

り
 

中
央
公民
舘
に
つ
ぎ
の新
刊
図
書
がは

い
り
ま
し
た
。
 

集
英
社
文書
百
科
（
これ
だ
け
は身
に

つ
け
よ
う
）
大
林
清著
 

集
英
社
料
理
一
O
〇
欄
（こ
れ
だ
け
は

身
に
つ
け
よ
う
）
萩
原
マ
リ
ェ
著

家
庭
の法
律
早
わ
かり

（
主婦
の
友
社
 

）
渡
辺
剛
彰著
 

い
け
花
入門
（
愛
隆
堂）
上
田
天
映
著

日
A
の
金
曾
（
泰
光堂
）
大
柵
克
己

お
母
さ
ま
こ
モ
最良
の
家
庭教
師
（東

京
書
房
）
宮
下正
美
 

人
生
案
内
、読
売
新
聞
社婦
人
部
編
 

単
わ
か
り
新
交
通
法
解説
、
土
屋
書
店
 

川 所
 

五
 

農
薬
保
管
は
厳
重
に
 

撤
布

場
所

に
は
赤

旗
を
 

拠
出
年
金

に
 

関
す
る

改

正
 

一
保
険
料
免

除
の

国
庫
負
担
 

従
来
は
保
険
料
を
納
付
した
場
合
に
保

険
料
の
半額
（
三
十
四才
ま
で
五
十円

三
十
五
才
か
ら七
十
五円
）
の
国剛
負
 

ニ
老

令

年

金

等
 

従
来
最
底
＋
年
間
の
保
険
料
納
付
則間

が
な
け
れ
ば
」に令
年
金
の
受
給
賢
格が

な
か
つ
た
が
免
除
者
に
も
国庫
負
担
が

つ
く
こ
と
に
な
つた
た
め
、
十
年
未
満

で
あ
つ
て
も
保
険
料
免除
期
間
と
あ
わ

せ
て
二
十
五
年
あ
る
か
ま
た
は
保
険科

の
免
除
期間
が
二
十
五
年
以
上
あ
れ
ば
 

（議姦扇箭 (2) 鼻 80ョ (1解こ円 J 

夏
に
な
りま
す
一
浮化
器
系
の
病
気が
 
われ
て
い
ま
す
・し
か
し
モ
の
割
に死

お
お
く
な
り
ま
すの
で
健
康
に
充
分注
亡
す
る
人
が
なく
な
つ
たこ
と
は医
学

意
し
て
痢
気
に
かか
ら
な
い
よ
っに
す
の
勝
利
で
し
よ
つ
。
 

る
こ
と
がた
い
せ
つ
で
す
。
 

死
亡
する
人
の約
九
割は
子
ど
もさ
ん

あ
つ
さ
の
た
め
か
わい
い
お
子
さ
ん
万で
す
か
らお
母
さ
ん
方
はお
子
さ
ん
の

が
ネ
ピ
ェ
を
しな
い
よ
う
に
、ま
た
果

健
康
には
と
くに
注
意
して
く
だ
さい

物
の
たぺ
す
き
、冷
い
も
の
の
飲
み
す市
内
で
も
す
でに
赤
痢
が
発
生
レて
お
 

ぎ
の
な
い
よ
う
に
充
分
きを
つ
け
て
下

さ
い
。
 

赤
痢
患
者
は
年た
お
お
く
なり
、
毎
年

全
国
で
十
万人
が
催
患
して
い
る
とい
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伝染病発生状況 (36・1・1-36・12・3!) 

●
●
，言
●
一
ロ
‘
．
.!
 

一
 
、
＋4
 ま
で
三
日
間
、五
 

．
、
 
「
〈J

〒
ー
て
、
・7
、、
、
 

”
 

・
仁
］
『
所
川
原
パラ
会
（
 

で
 
会
長
増
田
桓
一
氏
 

J
ム
 
ー
 
）
主
催
で
市
内
大
 

、
、ノ
 
亡
甘
ヒ
 
町
カメ
ノ
ヤ
ホ
ー
 

ー
ー
 
」
H
 
ル
で
開
かれ
ま
し
 

、
ノ
 
」
」
ソ
 
た
．
 

え
 

5
0
 いと
し
展
示
さ
れ
 

r
ひ
 

・
た
パ
ーフ
は天
津
乙
 

.
I‘
ノ
 

女

（
黄
色）
、
マ

ジ
ュ
ー
ル
（オ
レ
ンジ
色
）
、
フ
リ
ツ

ツ
・
テ
イ
デ
ル
マ
ン
（朱
紅
色
）
の
新

種
の
ほ
か現
在
世
界中
で
もつ
と
も
多

く
栽
培A
」
れ
人気
の
品
種
で
あ
る
ピー

 

ス
、
古
く
か
ら知
ら
れて
い
る
シヤ
ル

ル
・
マ
ル
ラ
ン
な
ど
一
五〇
余
柵類
が

出
品
さ
れ
参
鯛
者
の
眼を
た
の
しま
せ

ま
し
た
。
 

賑

1
 

濃
す
一
一
難
一
 

」）
ノ
 
つ

」・
ー
一ー
ー
：
一
 

、
 
市

立
隅
小
学
校
（
校長
“
」鶴
民
 
帥
 

氏
）
で
は
毎年
面
「
私
た
ち
の
 【
 

町
を
描く
会
」
を
お
こ
な
つ
て
き
 
剛

ま
し
た
が
、4
年
も
さ
る
十
四
ロ
 
”
 

企
審
一生徒
に
よ
る
街
の写
生
大
会
 
剛

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当
旦
年
 
”
 

生
は
市
 町
 

内
を
一
 
【
 

．ノ
、
ー
 

周
し
た

棚
 

」
―「
一
後
、一
 
【
 

I
目
・
 

一【
！
！番
印
象
 
脚

ト
り
 

ー
 
に残
つ

町
 

、
一
 

？
レ
ー
た
建
物
 
脚
 

【
 
しJ
・
？
 ‘
 
や
風
景
 
．
 

.
j
‘・
 

？
I
 を
学
校
 
川
 

h
 一
 

・
 
「
」ー
 
に
帰つ
 
・
 

・

一
 
」
レ
 
ー
 

て
か
ら
 脚
 

確
4
A
？
」
」
一
 

い
ー
 
）
 
、
‘ー

 
て
か
き
 
鵬
 

/
“
、
 

、
？ノ
 
ま
た二
 ”
 

ー
 
》

し
 
年
生
か
 川

ト

r
ノ

・h
・
ら
太
年

酬
 

、
 

？
/
．
生
ま
で
 
川
 

た
 南
 は餌
馴

に
出
て
 m
 

一
【
一
二
初
夏の
 
剛
 

ノ
。
 7

 
qノ
 

h
ま
す
から
、
予
防
」
き
をく
ぱ
り
、
 

食
削
の手
洗
い
、力
や
ハ
イ
の
駆
除
、
 

ネ
ズ
ミ
の撲
滅
、寝
具
類
の
日光
消
毒

等
は
かな
ら
ず
励
行
して
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
お
そ
ろ
しい
疫
痢
の
発
生時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
 

ご
承
知
の小
児
マ
ヒ
は昨
年
市
内
で
発
 

報
 

市
 

原
 

懸
命
に
 
脚
 

絵
筆
を
 

は
し
ら
せ
て
い
た
。こ
の
作品
は
 
脚

学
校
で
審査
し
、優
秀
な
奮
に
 
！

は
賞
需
る
ほ
か
、
み
ん
なの
作
 棚

品
を
校
内
に
展
示
する
も
の
。
 
”
 

】
．三
三
三
．
．
三
三
三
西
■
三
三
一
．
昌
ョ
■
！
 

除
を
受
け
てお
れ
ば
年
金与尋
《
け
られ
引
き
あ
げ
ら
れま
し
た
。
 

ゆ
 
国

民
年
金
法
の
一
部
改
正
 
戴
い
報
籍
疑
註
賎
報
想
が

七
万翼

縫
？鍔
ら
 

三

配
偶
者
 

磐

」
」
が
つ
ぎ
の

と
お
り改
H
2
な
り
契

携

報
濡
が

損
立
られ
三
障
害
 
母
子
、
準
母
彩
引
た
が
勲
引

き
あ
げ
い
 
制
限
の
撤
廃
 

①
配
偶者
加「
影
影

に
制限
の
影
散
難
製

暴

に
して
、
髪
』
「
時
期
に
は
、

り
ん
ご園
な
竃
『
割
町
）
金
沢夏
樹
、岩
片
右
「割
ー

、
ー
‘
ー

コ
 

ー

c
lオ
 

く
こ己
‘
乙
と
こ
し夫
 

F

『ロ
に
こ

且
見

F
‘
れ

ま
し
た
。
 

従
来
配偶
者
が
公
的
年
金
の
あ
b
場
合
 
撤
廃
 

三
七
年
一
o
月
か
ら
 
オ
ギ
の
か
か
る戸
だ
な
な
ど
2
K
れ
、
め
彩

ど
も
馴
剃

ら
な
い
割
に
噴
雄
編
）
 

ホ
1
ム
ク
ツ
キ
ン
グ
冒
本
料
理
、①
 

I
  
拠

出
年
金

に
 

一
一
首、
n
F
と
阜
 
一

一
才
‘

て
リ
刀
り
自
百

な
お
十
八万
円
に
m喜
湯
g

れ
る
予
大
千
円
を限
度
と
して
製
さ
れ
て
あ
①
母
子
年
金
等
の
子
言
の

加
語

の
カ
キ
は
責
任
者が
保
琶
す
る吉
に
し

主
馴
レ
、

隆
奥
D
も
そ
5
劃
菱
し
務

豚
相
談室
（
鈴木
敏
郎）
 

西
洋
料
理
、①
中
国
料
理
、累

気
 

如
 
n
H
い
し

H
 

ニ
，
イ自
重
警
「
 

障
害
、母子
、準
母
丁唆
び
遺
児年
定
で
あり
ま
す
．
 

m気
南

mこ
の
制
駒な
くな
い
 引
き
あげ

」
モ
年
か
影
引
ー
ま
し吉
・
 
轟
郵
認

怒
契

暴

l
A養
豚
経営
と
新技
術
（
舜
奪

）
理
、⑥
お
ぞ
う富

1
2
カ
月
、員
 

吻
 

β

一
『
z

己

，
 

従
来
最
底
＋
年
間
の
保
険
料
納
付
則間
金
は
三
十
大
年
四
月
か
日可
「続
い
て
保
 

一
一A
勺

F
と

ヒ
畠
 
ま
し

た
・
 

③
ホ
リ
ド
ー
ル
、パ
ラ
チ
オ
ン
、
ヲ
ツ
こ
れ
か
ろ出
回
る
果物
、
野
菜
な
ど
は
猫
鶏
の
経
営
（農
文
協
）
 

と
力
ク
テ
ル
、（以
点
談
社
）
 

一
一
醸
翼
除
の
葬
繊
鰐
騒
？
姦
議
器
輪
鶏
 
直
雛
鍾
緋
 
‘
「
子
昨
康
に
おけ
 
〔
「
」
葺
、
ー艶
鶏
騒
競霧
『
鯵
響
鈴
巽
霧
雄

鷲
鍵
治）
嘉
繁
r
合
書
a
 

【

ー
 
，

山
け
ほ

i
ー
 
っ

く
こ
と
に
な
つた
た
め
、
ま
喬

が
、
今
慶
さ
らに
障
害
、母
子
、準
母

m
集
は
響
年
金
の

額
の
限
度
で公
る

加
算
額
の
引
き
あ

げ
 
“

I
:
‘
 

き
る
の
は
共同
防
除
の
場
合だ
け
で
あ
か
、中
麓
剤

で
洗
う
か
し
て
た
ぺ
る
商
店
経
賞
三
ハ
五
日（
井関
純
）
 
第

3
7
次
繰
省
欝
表

（3
5
議

）
 

し

唯
雁

漫
料
を
納
逢
嘱

淀

嘩
で
あ
つ
て
も
保
険
料
免除
期
間
と
あ
わ
子
お
よ
び
遺
児年
金
等
の
受
け
られ
る
卑
金
に
福
祉
年
金
か併
給
す
るこ
と
集
子

芸
一
人
に
対
す
る
加
算
額は
 

市
内
の
店

か
ら
 
り

ま
す
か皇
意
し
て
く
ださ
い
。
 
よ
う
に
し
、と
く
に
果
物
は
そ
のま
ま
有
限
会
社
実
務知
識
（
野
村
卓｝
 
国

民
百
科
書
（
平
凡
社）
 

険
料
の
半額
（
三
十
四才
ま
で
五
十円

せ
て
二
十
五
年
あ
る
か
ま
た
は
保
険科
事
態
が
発
生
した
時
は
、そ
れ
か
ら三

と
さ
れ
て
い
た
が
今
度
併
給
の
基
準
と
二
西
百
円
で
あ
つた
が
倍
額
の早
 

．
 ー

ー
ー
．
‘
 

③
欝

に
よ
つ
吾
が
い
ま
す
が
、特
食
ぺ
ず
に
、
必
ず
洗
つて
か
ら食
べ
る
会
社
重
役
実
玲
知
識（
野
村
卓）
 

日
本
の
花
財
（
第
一
菊

出
版
社）
 

三
十
五
才
か
ら七
十
五円
）
の
国剛
負
の
免
除
期間
が
二
十
五
年
以
上
あ
れ
ば

年
間
さ
か
の
ぼ
つて
引
き
つ
づ
い
て
免
な
る
公
的
年
金
の額
を
二
召

舌
に

八
百
円
に
響
あ

g

れ
ま
し
た
。
 
ー
ー
ー

Iー
ー
ー

i
「
 

定
毒
物
は
撒布
期
間
が
定め
ら
れ
て
い
吉

に
心
が
け
ま
しよ
う
o
 

株
式
窟
設
立
案
内
（
野村
卓
）
 

夏
は

伝
染

病
の
季

節
 

食
事
の
前
に
は
  手
洗
い
を
 

，
マU
？
→
ヤ
ー「
し才
‘
)
F【
、
 

農
産

係
…
肥
業
振
興
計
画の
実
施
 

と
し
て
の
屑
署
虫
の防
除

耕
土
培
曇
、耕
地
の
整
備
な
らび
に
農

業
土
木
に関
す
る
諸
業
務
お
よ
び
農
業

改
良
に
関
す
る
こ
と
、農
業
腎材
の
斡

旋
等
の
事
務
を
取
り
扱
つ
てお
り
ま
す

ま
た
畜
産主
産
地
矛
成
亭
業
の
指
定
地

域
に
指
定
さ
れ
て
以来
普
及
して
き
て

い
る
家
畜
に
関
す
るす
べ
ての
業
務
、
 

農
業
団
体
、畜
産
団
体
の育
成
お
よ
び

指
導
、開
拓
、農
業
移民
の
奨
励
、農

産
物
の
加工
販
売
等
の指
導
事
務
ル最

り
扱
つ
て
お
り
ます
。
 

商

工
係
・
・
商工
業
の
振
興
、指
導
 

お
よ
び
奨
励
、な
ら
び
に

商
工
団
体
の
助長
、
胃
成
、
度
量
衡
（
 

さ
し
、ま
す
、
は
か
り）
の
検査
な
ど

の
事
務
を取
り
扱
つ
てお
り
ま
す
。
 

ま
た
博
覧会
、
品
評
会
、
共
進
会
等
の

計
画
お
よ
び
市民
の
憩
い
の場
と
して

の
観
光
施
設
の
整備
等
をお
こ
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

結
婚
全
書
（婦
人
生
戸
編
）
 

赤
ち
や
ん
の育
て
万
全
書
（
婦
人
生
活
 

編
）
 

漏
進
（
日
本
社会
党
刊
）
 

太
宰
治を
ど
っ
読
む
か
（小
野
正
文
）
 

那
須
の
植
物
（
天皇
陛
下）
 

骨
年
団
運
動五
〇
刀質
間
（須
藤
克
三
 

編
）
 

①
娘
の心
理
、
③
息
子
の
心理
、
③
新

郎
の
た
め
に
（婚
約
と
新
婚）
、
④
新

婦
の
た
め
に
（
婚約
と
新
婚
）
、
⑧
結

婚
（
婚期
を
ひ
か
え
た
娘た
ち
の
た
め

に
）
、
①
結
婚
（
青
年の
た
めに
）
、
 

①
母
性
（
出産
の
神
秘
）
、
⑧
児
童
の

心
理
（マ
マ
に
知
らせ
た
い
）
、
①
娘

の
性
格
と
心
理
（
腎年
に
知
らせ
た
い
 

）
、
⑩
青
年
の
性
格
と
心
理
（娘
に
知

ら
せ
た
い
）
、
＠
わ
が
子
の
人
生
手
引

⑩
夫
婦
」告
盾
のあ
け
く
れ
、O
看
護
婦
 

（
その
現
代
的
使
命）
、
④
夫
婦
の
関

係

（
夫の
た
め
に
）
、⑩
夫
婦
の関
係
 

日
響
加

算
額
引

上
げ
 
る
一麗
髪
議
麟
難
難

靭
務

『
 

こ
の
ほ
ど
開
か
れた
国
会に
お
い
て拠

出
年
金
、福
祉
年金
等
の
国民
年
金
法
 

年母

金子 

担
が
つ
く
こ
と
に
な
つて
お
つ
た
が
今

度
の
改
正
で
免
除
を
受
け
た場
合
で
あ
 老

令
年
金
が受
け
ら
れ
る
よ
っ
にな
つ

た
。
 

麹
一
」
 

証

7
1」
」
；
”
『
”5
い
。
H
け
『
。
り
H
4

‘
け
。
1
臣
）
‘ら

ー
f
山
‘
l
J
ォ
 

従
来
は本
人
所
得
の
製
か
主
一
万
円
 
ロ
，
」
【「
『

H
 

三
七
年
一
〇
月
か
ら
 

に
す
る
よ
う
に
しま
し
よ
う
。
 

魂
”
n
喫
n
首
月
万
1
こ
こ
2
え
大
レ

集
（
新
屋比
版
社
）
 

（
妻
のた
め
に
）
以
上
P
・
テ
ユ
フ
オ

得
に

よ
る
制
限
の

緩
和
 

一
一請
砕
”
ユ
」
”
 

④
公
的
電
釦
勲
』

の
併
給

従
来
は
本
人所
得
の
胤
か

主
一

万
円
 
年

金
受

給
に
よ
る
 
 
く

ノ
i

郵

彰

5
1
監
「

t
粛
 

日
を
あ
 
棚

び
一
生
 m
 

の
公

的
 
一
毛
年

五
月
か
ら
 

改

正
さ
れ

た

事

項

の
施
行

期
日
 

三
七
年
一
〇
月
 

田
や
果
樹
園に
ポ
リ
ド
ー
ル
や
バ
ラ
チ
 
て
、
収
穫
前
二
、三
通
間
は
撤
布
で
き
新
し
い
農
薬
の
使
い
万
、石
井
魯
一
郎

オ
ン
な
どD
毒
注
D
敏
ハ
段
虫
削が
散
 
ない
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

村
で
く
り
ン象
づ
く
り
（
農
村文
化
双

市
さ
n
る
浮
耕と
な
り
ま
し
ヒ
が
、異
④
こ
の
よ
うな
農
薬
憲
布
し
た
場
所
書
）
松
丸志
摩
三著

薬
事
故誘
止

す
る
に
は
保
管
を厳
重
に
は
必
す
、赤
旗
か
赤
布
を
たて
て
危
早
わ
かり
、
こ
と
わ
ざ
、格
言
、
名
言
 

に
す
る
よ
う
に
しま
し
ょ
う
・
 

携

法
ル
詣
示

す
る
こと
が
た
い
集

（
新星
出
版
社）
 

せ
つ
で
す
．
 

，・g
e
】
・
つ・
・O'！
●ロ
．邑γ与
己
三f
 

'
？
】

！
 

タ
バ

コ
は
 

市
内
の
店

か
ら
 

プ
な
ど
の
特定
毒
物
は
個
人で
所
持
す
 

ま
し
よ
う
。
 

③
ホ
リ
ド
ー
ル
、パ
ラ
チ
オ
ン
、
ヲ
ツ
 

る
こ
と
は
禁
止さ
れ
てお
り
、使
用
で
 

き
る
の
は
共同
防
除
の
場
合だ
け
で
あ
 

り
ま
す
か
ム任
憲
し
て
く
ださ
い
。
 

③
薬
剤に
よ
つて
ち
がい
ま
す
が
、特
 

定
毒
物
は
撒布
期
間
が
定め
ら
れ
て
い
 '

?
'.'
1‘ノ
】I
Z
，く
‘4
L「「
‘
Iーノ
ー
 

チ
ン
の効
果
の
た
ま
も
の
で
す
．
 

し
か
し
小
児
マ
ヒ
は
治
つた
の
ち
も俊

遺
症
（
たと
え
ば
手や
足
が不
自
由
に

な
る
こ
と
）
が
お
お
い
か
ら予
防
ワク

チ
ン
の
投
与
を
つ
づけ
て
＜
だ
さ
い
。
 

こ
れ
らの
伝
染
症
は
力
、
ハ
エ
、ネ
ズ
 

II、の
仲
立
と
も
い
わ
れて
お
りま
す
の

で
発
生を
防
ぐ
た
め
塚
の
周
辺
を
清
認

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
か
らく
る
夏に
そ
な
え
一人
一
人

が
充
分注
意
し
て市
内
か
ら伝
染
病
患

者
を
だ
さ
な
いよ
フ
に
し
ま
し
よ
う
。
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